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18. 生活重視型町並み保存における伝統的家屋の現状変更行為の類型と空間構成の変化に関する研究

一三重県亀山市関町「関宿重要伝統的建造物群保存地区」を事例として一
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1.序論

1・1. 研究の背景と目的

近年、伝統的町並みは「勧t資源」としてまちづくりに
用いられ、地域の活性化に活用されている。町並み保存の

ため、行政は建築物等の変更を規制しているが、しばしば

そこに住む住民には条例による規制に対する不満が見受け

られる。重要伝統的建造物群保存地区(以下重伝建地区と

する)では、重要伝統的建造物保存地区保存条例により重

伝建地区内の建築物 ・工作物等の新築 ・増改築を規制し、

住民に対し補助金の交付を行う。しかし、町並み景観に影

響が少ない建築物等に対して規制を緩和しているため、地

区全体とし、う視長からみると地区の空間構成が大きく変化

している状況にある。本研究では、伝建地区に選定され25

年以」コ怪過した「関宿重要(云統的建造物群保存地区」を対

象地とする。関宿では「働巴資源jとしての町並み保存よ

り、住民の生活に重きをおく施策(1)を行ってきた。この取

り組みを生活面見型町並み保存と位置づけ、 1980年(伝建

地区選定の調査実施時)から2∞6年までの集落の変化を捉
える。すなわち、重伝建地区内の町屋敷地における現状変

更行為に着目し、その類型を行うとともに伝統的町屋敷地

内の空間構成の変化の過程を読み解くことをその目的とす

る。さらに、重伝建地区における現伏変更行為が町並みや

空間構成に及ぼす影響を明らカヰこする。

1・2.既往砂院と研究方法

これまで歴史的町並みや重伝建地区に関して、居住の形

態と居也継承に関する研究 1)や伝建地区における居住者と

現状変更意向に関する研究 2)などがある。また対象地の関

宿も町並み保存と住民に関する研究刊こ取り上げられ、建

築学以外の人文社会学や地理学の分野においても研究され

ているの。その中で本研究により明らかにされる重要伝建
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地区における現伏変更行為と空間構成の変化を把握するこ

とは、町並み保存と空間構成の保存に重要である。研究方

法として 1980年から2∞6年までの重伝建地区内の旧東海
道(以下街道とする)に面する町屋敷地内の空間構成が現

状変更行為により大きく変化した 131軒(現状変更行為 :

164回)(加)を対象とし、それらの現伏変更申請書類のの分

析と悉皆周査を行い、また補効句に行政の町並み保桝E当

者に聞き取り調査を行った。

1-3. 研究対象地の概要

三重県亀山市関町は、三重県の西オ也捕に位置する。関町

の中心である関宿ぽ徳J11幕府の宿駅制度化により、東の追
分~西の追分までの約 1.8km、2.5haが伊勢と大和への分岐

点となる東海道五十三次の重要な宿捌丁となった。その賑

わいは関西鉄道の開通まで続いたが、鉄道開通後、宿期丁

としての賑わいは急速に衰え、中心部rjンj、規模な商居街と

して、周辺部は住宅街へ変化した。高度成長期が始まると、

過疎化が進み「過耐出或Jに指定された。こうした状況に

なり、過疎からの脱却を考えなければならなかった。

2. 関宿の町並み保存とその取り組み

2-1.観北畠見型から生活重視型の町並み保存へ

70 年代後半、町長~並み保存に関する進言があった。

町内土中心部の伝統的町並みを核とし、観光客を誘致して、

町の情性化を図ろうと した(表 1)0 80年に関町関宿伝統的

建造物群保存地区保存条例。(以下条例とする)が施行さ

れた 町の活性化を目的として観光客誘致を雷見した町並

み保存が開始されたが、知名度州民く、観光兇盛備が進ま

ず、観光客数は伸ひ、なかった。その為、中心の商庖衝では、

観光客向けの商庖が減少した。観光地化が進まなかった理

由として、車交通の発達により周辺の都市へ通勤が容易と
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なり、商j苫経営の

必要性がなくなっ

たことと陪むt地
化されていない町

並みの良さ』を評

価する意見もあり、

積極的に観光客誘

致を行わなかった

ことが挙げられる。

こうして、関宿の

町並み保存は卯年伶刀め観光量見の保存から『住民の生活

感がある町並みの保存』の生活罫見の保存へと転換した。

2・2. 行政の施策

2・2・1.集落の現状と施策による骨格の変化

聞の集落は、街道沿いの町並みとその町裏の4集落から

形成され、来府庁(旧御旅~旧地蔵町)・中町(旧中町1丁目

-6丁目)・ポ崎(地区1-3)の3地区に分かれている(園

内)。中町は集落の中心で、伝統的家屋が併用住宅・庖舗

専用として使用され商盾衝としての機能を果たしており、

新所・ボ崎は専用住宅地となっている。現在、街道と平行

するように町屋敷地の裏には生活道路がある。その一部の

生活道路はかつて農道で、あったが、 「町並みの保存」と「町

屋敷地内に駐車スペースを設けたいとしづ住民の希劃を

両立するために新設された。

2・2-2. 条例の変更

町並み保存が開始されると、条例規制が現伏変更行為を

行う住民の不満を高めた。町は92・95年に主屋乃の修理修

景に対する補助金の限度額を引き上げ''(8)、また条例制定当

初の「補助金の支給対象部分を旧東海道との境界から

3.6m( 1部屋分)に限る」との制限を92年に撤廃し、 主屋以

外の伝統的家屋の修理修景も補助金支給の対象となった。

また条例制定時は街道に面する主屋210軒のみが伝統的建

造物で、あったが、 04年に重伝建地区選定20周年言古念事業

の一環として全主屋403軒9)を伝統的建i劃吻に指定した。

3. 現状変更行為の類型

3-1. 関宿の伝統的町屋敷地の空間構成の特徴

関宿の町屋敷地は間口が狭く奥行きの晶、短冊状となっ

ている(図3)。主屋は街道との聞に余地を残さず立ち、通

り庭を設け、通り庭の背後に水廻りが置かれる角屋を設け

る。角屋と主屋で固まれた部分が中庭・坪庭となり、それ

を挟んで奥に南街功2あり、主屋と南酎Uま角屋の中庭側の縁

で連結し、この縁は風巨 ・{競庁の通路ともなる。地尻には

土蔵や納屋が設けられ、裏庭は菜園となっている。町の中

心部以外の敷地の裏側は畑が広がる。これらの農地は本来

街道に面する家が耕していた為、裏側の菜園と農地 ・農道

が一体となり、裏側の境界が暖昧となっている。このよう

に裏側の宅地境界が暖昧で、居室空間に連続性をもってい

るのが、関宿の伝統的町屋敷地の空間構成の鞘教である。
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伝細個珊戎と現;限受行為の類型図と巨激

るケースがある。これは現状変更行為の申請の手間を省く

為や新築に必要な融資面での問題を解消する為である。

(3)裏得体型

老朽化し危険な角屋 ・納屋 ・土蔵を解体してしまうパター

ン(写真1)。解体したところは、空き地持主車場になって

いる。住民が住んでいない状況で町並み保存の為に主屋だ

けを保存しているケースが多し、。

3ふ2. 主屋新築タイプ

主屋の老朽化が著しし、為、主屋を解体し、前面の街道に対

して余地を残さず、ファサードの位置を変えることなく主

屋を新築するタイプである。

(1)主屋新築型

主屋単体を解体後、新

築・改築するパターン(図

5、写真 2)。伝統的建造

物である主屋を解体して

しまうが、新築される主

屋も町並みに調和したデ

ザインが用いられる。

(2)一体型

主屋 ・角屋あるいは主

屋・角屋・離れを解体後、

その位置に一つの建物を

新築するパターン。解体 図伊写真2 主屋新製型

前よりも居室スペースを増やす為に用いられる(図6)。

図2

3・2. 現状変更行為の類型化

現状変更行為は主屋の扱い方により、主屋保存タイプ・

主屋新築タイプ・主間平体タイプの3タイプ・8パターン

に分類することができる(図2)。

a
 
a
 

-

-

図3.4('的写真l上段:連結型

3ふ1. 主屋保存タイプ

主屋以外の伝統的家屋の王監伏変更行為を行うタイプである。

(1)連結型

角屋 ・中庭のイ立置に主屋と漸吉させ増築するパターン(図

3)。主屋を保存し、水廻りのある角屋の使い勝手を良くし

たり、居室スペースを増やしたりする為に用いられる。

(2)分間阻

主屋を保存し、離れ ・納屋 ・土蔵 ・菜園の位置に、主屋と

分離させて新築するパターン(図4)。このパターンが最も

回数が多し、高齢もや土蔵を解体し、住宅メーカーの家屋の

新築、車庫や駐車スペースにすることが多く見られる。こ

れは敷地内で二世帯同居をする際に、主屋で親世帯が生活

を行い、車を所有し現代的な生活を希望する子世帯が裏側

で生活するケースや主屋を倉庫に使用し、分離させて新築

した家屋を生活の中心にしているケースが見受けられた。

また、このパターンで、は現状変更行為に伴し、敷地を分筆す

図d的一件哩
3・2・3. 主屋解体タイプ

主屋を解体し、その場所に建物を建てないため、町並みに

対して影響を与えてしまうタイプである。

(1)セットパック型

主屋の老朽化の為、主屋を解体し、前面の街道に対しセッ

トパックさせ新築するパターン(図7)。街道との境界に町
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年にかけて増加している。これは82年に国に保存地区の申

請を行い、 84年に重伝建地区に選定され、国庫の補助金も

交付されるようになったことによる影響と考えられる。次

に 92~95 年にかけて再び増加している。 この聞は主屋保存

タイプは増加し、主屋新築タイプが減少している。これは

92・95年に主屋の修理修景に対する補助金の限度額を上げ

たことと支給対象制限を撤廃したことの影響と考えられる。

2∞0年に空き家・空き蹴慌を行し、主闘平体タイプは減少
し、特に町並みに大きく影響する主間平体型と錨平体型は

全く見られなくなった。2∞4年に主屋保存タイプが増加し
たのは、全主屋をイ品統的建造物に指定した影響であると考

えられる。このように条例における規制緩和 ・補助金交付

制度の変更に伴し¥王見伏変更行為のタイプも変化している。

4. 空間構成の変化と町並み
4-1. 変更軒数・類型から見た地区全体の分析

表2 地区内の変更軒教とそ¢轡恰

地区 総肝般 1tl!1帯敏
各タイプ併倣 網合 {変更肝敵

"'.1接待タイプ主置鱗僚タイプ宝庫解体タイプ ノIU干微)(%) 
銅線 ペ士 60 -213 - 20 「士一 5 4 5 9 3 3 6 ぽま 33.3 
石鍋 S 片手 31 4 5 9 トト 4 4 1 5 -+ o ほ云 29 

'馬断 中木戸 片争 30 「4す 14 トー- 6 4 3 s 一」3」 3 晴幸 46.7 
明町 Ht-24 1 2卜千一 -+ o 一可ー 1 -T7百1一8.3 
地車庫町 1 ト子 22 + 6トを一 4 -+ o E JL50 L 27.3 

額所創'18 晴卦(169) i辺31i} {引}h守γ (20) 時r(19) すト (12) ι{3L6E5I } (30.2) 
1丁目 1 同十 22 十 " トト 6 トt-2 」三一 3 550 0 50 
zγ目 卜tL18 ーす4ー7トト 3 トト 2 o z 2 3470 5 38.9 I 
3T6 ト台 22 f-+ 7 H- 3 トト 2 I-lー 2 」z主oJaL 31.8 

。町
4T0l-1 H子 ーヲ4ー トト トト 「可一 す託22 " 7 3 t 50 

5T目 1 同争 26 十 13 H- 6 ト士一 s トト z τ4折17T 50 
6了目 1 Hi-23 f-o-4 卜十 3 トト 1 トト o J主o主17.4 
中町地区 陪計 (133 斗{益28i} 53 」{216L) (28) 晴ト (15) ~ (10) ~笠4046j} (39.8) 
地区1¥.4 210 6 36 f-t-8 ート 5 トト z トト 1285 8 22.2 

木・・ 地182 す士 37 円寺一 14 -3U - 8 トト 5 トト 」L55i 37.8 

地区3 寸1す6 28 トト 5 寸ー 3 トト z トト o w 17.9 
本州地18 1-1 i{主5皇2i} (101) 時十 (27) マ特γ (16) 晴← (9) 晴ト (2) ぷ{3L0主8i) (26.7) 
合計 111111♀(2旦0Z6j} (403 晴i(131 昔iト(64) 崎社 (43) 市千十 (24) ぷ(3ι6主4i} (32.5) 

図刊 写真3，4 上段:セットパック也中段:主屋解体型下段企解体型

並みに調和させるために塀を作り、主屋の位置を駐車スペ

ースとしている。現在、このタイプの現状変更行為は認め

られていない(11)。

(2)主閤字体型(表解体型)

主屋が老朽化の為、主屋のみを解体してしまうパターン。

街道に面して木塀を設け駐車場にするケースが見られる

(写真3)。

(3)全解体型

老朽化の為に、すべての伝統的家屋が解体しまうパターン。

空き地・駐車スペース等に車淵している(写真4)。敷地全

体が空地になるため、連続する町並みに大きな影響を与え

てしまう。

3ふ条例と現状変更行為の関係性

現伏変更行為の年度別回数を分析すると

現伏変更行為は地区全体で行われた。変更軒叡12)は、関

宿の伝統的町並みを形成する 3地区では中町地区の変更軒

数が39.8%と他の2地区よりも割合が高い状況で、あった(表

2)。また3地区の各旧地

区(4)では、中町地区は全

体的に変更車撒の割合が

高い。しかし一方で来府庁

地区 ・木崎地区の両地区

では地区の中間部の変更

(図 8) 、 8 1~84

ー 106-

0 

1960 1962 1964 1966 1966 1990 1992 1994 1996 1996 2000 2002 2004 2006 

7 

4

3

 

桜
田

-主車新築タイプ一ゅー主量保存タイプ

酬
出
型
鰻
体
制
弾

製
新
解
体

障
腫
置
解

分
主
主
全

土

，、 .
¥ .... . ...V .~ .. ~ 

1 ・7¥
メ f¥ノ¥/¥

10 

8 

綴 6 殴

4 



車干数の割合が高いことがわかる。また、主屋が保存されて

いる刺激は3地区とも 80%以上となっている(表3)。この

ように関宿は地区全体で主屋が保存されているが、中町を

中心に主屋以外の伝統的家屋の現状変更行為が行われたこ

とがわかり、そのため各地区で街道側と生活道路側の違い

が大きくなっている(写真5)。

4-2. 地区内外の空間構成の変化

行政の方針13)により町並みに影響の少ない主屋以外の家

屋の現状変更行為は緩和されているので、生活道路側に住

宅メーカーの家屋が建てられている(写真6・左写真)。かつ

て町屋敷地裏側の宅地境界は暖昧で、あったが、重伝建地区

範囲の確定及びその境界上に生活道路が新設されたため、

宅地と農地の境界が明確になった。このため、条例の対象

外である地区外の農地が宅地化する傾向にある(写真6:右

写真)。このように主屋以外の伝統的家屋と農地は消失し続

けており、地区内外で住宅メーカーの家屋が点在し、街道

表4 現状変更行為を複数巨府った軒普段
主属が保存された事千数

現状変更行為回数

2回

3田

主屋が新築された軒数

現状変更行為回数

2回

3回

主屋が解体された軒数

現状変更行為関数 .

2図

3回

1回目

分隊型

分蔵型

分灘製

裏解体型

裏解体~

分厳重臣

1自白
主屋新築盤

分離袈

主属新築裂

全解体型

分厳重出

主屋新築型

2回目 3回自

分雌型 --連絡型 ---戸裏解体型 ~ 
分破裂 ~ 
裏解体捜 .----
分離型 分雌型

2周回 3回目
分隊型 --一体型 ~ 
.解体型 --一体型 .----;t屋新築~ 分量E型
分書量型 分画E型

合計軒数

5 
4 

合計軒数

4 
3 
2 
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の町並みと周辺の住宅が揮然一体となっている。

4-3 複劉百の現状変更行為による伝統的家屋の変化

9t伏変更行為はこの26年間に地区内全体で行われ、基本

的には主屋は保存されていることが明らかlこなったが、今

後も引き続き現伏変更行為が行われることから、複数回の

現伏変更行為が町並みを構成する主屋にどのような影響を

及ぼすかは重要な問題である。そこで事例は少ないものの

複数回にわたり現状変更行為が行われた町屋敷地の変容過

程を分析する。対象敷地の中で、王見伏変更行為を2回行っ

たのが25軒、3回行ったのが4軒あった(表4)。

4-3-1. 主屋が保存された敷地

主屋が保存された敷地は 13軒あった(表4)。二回とも分

間挫の現状変更行為が行われた敷地が最も多い。また、l

回目が分自問で2回目がi車情型の現状変更行為が行われた
敷地は4軒あり、この事例は関宿の伝統的家屋の空間構成

を取り戻していることがわかる(図的。

4-3-2. 主屋が新築された敷地

主屋が新築された敷地は 12軒あった(表4)。これらは l

回目に主屋が新築され、2回目に分間四の現状変更行為が

行われた敷地が最も多い。 2回目以降に主屋を新築した敷

地は5軒で、あった。また l回目に分間位型、 2回目に一体型

の現伏変更行為を行った敷地は、敷地内の居室空間が狭い

ために一体型の現状変更行為で主屋を拡張して新築するケ

ースが多かった(図的。

4-3-3. 主屋が解体された敷地

主屋が解体されたのは、4軒あった(表4)。これらの敷地

ではすべてセッ トパック型の現伏変更行為が行われ、 2回

目に主屋を解体した敷地が3軒あることがわかった(図的。

4-4. 空間構成の変容

図10(1日地蔵町-1日中町1丁目)のように、関宿では様々

な現状変更行為が行われている。街道側の主屋は保存され、

主屋の修理修景により町並みは整いつつあるが、生活道路

側では畑が駐車場 ・墓地や宅地に変化している。また生活

道路の新設により、 地区内のイ品統的町屋敷地内も変化して

いる。現伏変更行為が数回行われた敷地では、すべての伝

統的家屋が消失した敷地も見られた。ある町屋敷地では、

現伏変更行為により敷地を分筆したことで、伝統的家屋が

消失しただけでなく、分割された敷地の所有者が変更した

主屋が保存された敷地 主患が新築された敷地 主屋が解体された敷地

分阻型 型 分極製 !I'! 主'新鏡型 分種担 分自E型 ー樟型 主I'l新繁盛 直解体型 セットパック艶 分"型

I z I I 車1 I E 車
=玄宣車lC

軍i 2 
回一ーー

回

単語
分阻型 分雌型 分腫型 主置斬型 分限艶 分型 分瞳型 セットHック墨ト 連結型

3 E I E 車I I E 目車回

図9 複劉Eの現状変更行為による伝脚嫁屋の変イり掛霊
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図10 空間変容図写真7 左写真:街道側 右写真:生活道路側

ケースも見られた(図 11)。このように現状変更行為は l

回の場合、主屋やその空間構成に大きく影響を及ぼすこと

は少ないものの複数回の場合、事例はわずかであるが、伝

統的家屋の消失による空間構成の変化だけでなく、伝統的

町屋敷地の様々な変容を生み出していることがわかる。

5. 結論

5-1 まとめ

(1)関宿の町並み保存は外発性

からの始まりであり、観光雷見の

町並み保存を開始したが、住民の

生活覇見に主眼を転換し、 主屋の

修理修景に対して規制緩和し、生

活道路の新設を行うことにより住

民の生活環境整備をして町並み保存を行ってきた。

(2)現状変更行為は主屋の扱い方によって、 3タイプ・8

パターンに分類することができる。その中でも分間盟の現

状変更行為が最も行われ、主屋は保存されているが、町屋

敷地内で住民生活の中心が主屋から生活道路側に変化し、

主屋が倉庫に使用されている敷地があった。また、主屋の

修理修景の現伏変更行為に対する規制の撤廃や補助金限度

額の引き上げ、等に伴い、現伏変更行為のタイフ。やノfターン

も変化し、回数も増減した。

(3)伝統的町並みを形成する主屋は地区全体で保存され

ているが、その一方で劉繭された生活道路によって主屋以

外の品統的家屋は消失しつつあり、生活道路側は大きく変

化している。加えて地区外では農地が宅地化され、 重伝建

地区の町並みと周辺の閥系に大きな影響を及ぼしている。

(4 )複数回にわたる王見伏変更行為の中で、 2回目以降に

伝統的な空間構成を取り戻す事例がある。その一方で、 2

回目以降に主屋を新築する事例も見受けられ、その中でも

1回目に伝統的な空間構成を失い、2回目に主屋が解体され

た4事例や伝統的町屋敷地の形状が変容したl事例は、見

逃すことができなし、現象である。

5-2. 考察

開首は生活劃見の町並み保存を取り組んでいる中で、主

屋を保存するため分間盟を中心に現状変更行為が行われて

きたが、実際には住民は主屋を倉庫として使用し、住民生

活の中心が生活道路側iこなっている。そのため、主屋の手

入れが疎かになり、結果的に主屋を角軒本しなければならな

い状況となる可能性を秘めている。今後、住民が世代交代

した時におきると考えられる複数回の王見伏変更行為を通し

て、主屋や空間構成が消失することなく町並みを保存しな

がら、街道側を再U注活の場とすることが重要な検言布果題

といえるのではないだろうか。

<補注>

(1)92年以峰、補助金の支京都眼額を上げ、支給対象範囲を拡大した。

。)現状変更行為は地区全体で721回あった。ここでは寺社・公共施設 ・集

会所などの共同施設を除く。また径殖に面する建築物・ 工作物は修景され

つつあり、本海院からは建築物 ・工作物の僻型修長 ・部分修理の現状変更

行為は空品m梓成の変化が見られなし、ので対象外とする。
(3)以下使用する現状変更行為は建掛』の菊散築 ・相本を示す。

(4)ここで用しも町とはE酬丁、市は亀山市のことを示す。関町は2∞2年に亀
山市と市町村合併してし、る。

σ)2iω2年「危山市側納建造槻幸保存地区条例」に名称変更しι
(め旧地区は 1980年「長官伝事酌建造物群保存地区事官報告」に掲載された

ものに基づく。ボ崎地区の地区 l-3については筆者ド作成した。

(η図2を参ft君。
(8)主屋の修理修景に対する補助金の限度額は剣列当初の1980年は2∞万円

であったが、 1992年には5∞万円までに、 1995年には当該経費の5分4、

8∞万円までに引き上げられた。伝げ尚建造物以外の彩敵築・修理修景の補

助金は当調蚤費3分の2、2∞万円までと条171Jif，陀以3!召変更はなしL
(9府 道の北似11の 197軒、 南側の2悩斬表2参，明

(10)参考 ・引用文献5)に力o筆し作成
(11)2∞5年、住民カ輔助金の交付を受けずにこのパターンの現伏変更行為が

l車T行われた。(図 10参照)

(12)現状変更行為をした敷地の中で、 l回目に分南盟を行い、 2回目に主屋

桝型を行った敷地は主闘平体タイプのセッ トノミック型とした。

(13) r町並み保存に協力してもらう以上、 生活道路側は住民の意向に沿った
建物を建てられるようにしている」としている。 (参考・号開文献4)参照)

<参考・号開文獄>

1)拠開・今井範子「親子同居から見た居白形態の現状と居住の継承に長守す
る調査朔究ー奈良県極原市今井町の場合~J 1998年8月、日本建築学会計
画系論文集
2冶弘己 ・宗利頂三 ・吉田哲「近iIJ¥幡市イ云建地区における居住者の建物の
現伏変更意向と世帯の鞘蜘 2側年l月、日本建築学会計画系論文集
3)杉山淳「関町関宿伝炉訓建制捌幸保存地区における住民主体のまちづくり
組織に関する研和問7年度、 三重大学大明涜工学研矧4ィeUl妻土論文
4}橋元輝「柑或住民への影響から考察した伝織的町並み保存の意味一関宿重
要伝事納建造物保存地区の事例からーJ1朔 年度、 三重大判明i克人対士会
科学卒i1IA:士論文
5) r現状変更行為申請書J1980-2揃 年度、亀山市教育委員会
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